












要約:少子化時代における母子保健サービスは、社会の高齢化・複雑化と相まってニーズ

も多様化しているため、対応の方法を変えていかなければならない。中でも保健婦の行う

家庭訪問について、その実態を明らかにし、評価して、時代のニーズにマッチしたあり方

を検討すべく本研究を実施することとした。本年度は、訪問指導の位置づけを保健婦養成

施設の教科書や保健婦活動の業務指針等によって明らかにするとともに、訪問活動の現状

を検討した。また、年間出生数 50 未満の 751 市町村に対して、母子保健事業がどのよう

に実施されているかについて、実態を調査すべく調査票を作成し発送したが、この結果は

研究第 2年度に分析する予定である。


